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紹
介
と
批
詳

明
治
文
化
研
究
會
編

『
婦
人
問
題
篇
』

　
　
　
　
　
（
明
治
丈
化
全
集
・
第
十
六
巻
）

　
醐
　
「
明
治
初
期
以
來
の
肚
會
萬
般
の
事
相
を
研
究
し
之
れ
を
我
が
國
民
史

の
資
料
と
し
て
獲
表
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
吉
野
作
造
・
尾
佐
竹
猛
雨

博
士
と
い
う
尊
敬
す
べ
き
先
達
を
中
心
に
明
治
文
化
研
究
會
が
設
立
・
護
足

し
た
の
は
、
す
ぐ
る
大
正
十
三
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
つ
い
で
、
翌
年

二
月
、
同
會
の
機
關
誌
「
新
奮
時
代
ス
後
ち
、
「
明
治
丈
化
研
究
」
「
明
治
交

化
」
と
改
題
さ
る
）
が
創
刊
さ
れ
、
こ
こ
に
明
治
史
の
攻
究
が
、
よ
う
や
く
專

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
　
（
五
二
八
）

家
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
年
代
に
入
る
や
、
吉
野
・
尾
佐
竹
爾
博
士
は
「
明
治
丈
化
全
集
」
全
二

十
四
毬
の
編
集
・
刊
行
を
企
圖
さ
れ
、
世
人
の
注
醜
の
う
ち
に
こ
の
大
業
を
見

事
に
完
成
さ
せ
て
、
明
治
史
研
究
に
か
が
や
け
る
金
字
塔
を
う
ち
た
て
た
こ
と

は
、
周
知
の
．
こ
と
く
で
あ
る
。

　
そ
れ
よ
り
、
年
を
け
み
す
る
こ
と
お
よ
そ
二
十
籔
年
、
職
後
に
わ
か
に
勃
興

せ
る
明
治
史
閲
究
の
氣
蓮
は
、
「
明
治
文
化
全
集
」
の
復
刊
を
つ
よ
く
要
講
す

る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
歎
年
前
よ
り
、
奮
版
全
二
十
四
雀
中
よ

り
十
三
雀
を
え
ら
び
、
こ
れ
に
加
う
る
に
、
「
自
由
民
灌
篇
（
績
）
」
　
「
肚
會

篇
（
績
）
」
．
「
婦
人
問
題
篇
」
の
三
編
を
新
た
に
編
集
・
追
加
し
た
新
版
「
明
治

文
化
全
集
」
全
十
六
巻
の
上
梓
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
奮
版
を
覆
刻
す
る
十
三
編
に
つ
い
て
は
、
さ
す
が
當
時
に
お
け
る
至
高
の
碩

學
の
嚴
濯
に
な
る
も
の
だ
け
に
、
お
お
む
ね
動
か
し
が
た
い
基
本
資
料
が
牧
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
學
的
贋
値
は
今
日
に
あ
つ
て
も
微
動
だ
に
し
な
い
が
、

よ
り
研
究
者
の
關
心
を
よ
ん
だ
の
は
、
新
編
集
に
か
か
る
前
記
三
雀
の
獲
行
で

あ
つ
た
。
ま
こ
と
に
學
界
の
切
な
る
期
待
に
こ
た
え
た
、
機
宜
に
適
し
た
學
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
た
び
世
に
お
く
ら
れ
た
「
婦
人
間
題
篇
」
を
も
つ
て
、
新
版
刊
行
の
事

業
は
無
事
に
結
了
す
る
。
こ
の
き
わ
め
て
有
意
義
な
、
し
か
し
鷹
大
か
つ
至
難

の
業
に
眞
正
面
か
ら
取
り
く
ま
れ
た
明
治
文
化
研
究
會
諸
氏
の
努
力
に
封
し
、



明
治
史
の
探
求
に
志
す
一
人
と
し
て
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
。

　
二
　
本
書
「
婦
人
問
題
篇
」
に
覆
刻
・
牧
載
さ
れ
た
る
明
治
前
期
の
婦
人
論

に
關
す
る
著
述
・
論
稿
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
男
女
同
椹
論
　
　
　
深
問
内
基
（
課
）
（
明
治
十
一
年
）

　
婚
　
姻
　
論
　
　
　
横
山
雅
男
（
明
治
二
＋
年
）

　
日
本
女
子
進
化
論
　
河
田
鱗
也
（
明
治
二
十
二
年
）

　
東
洋
之
婦
女
　
　
　
植
木
枝
盛
（
明
治
二
十
二
年
）

　
暖
　
娼
　
論

　
　
費
淫
公
許
の
事
を
論
ず
　
植
木
枝
盛
（
明
治
二
十
一
年
）

　
　
公
娼
の
害
　
　
　
　
　
島
田
三
郎
（
明
治
二
十
二
年
）

　
　
娼
妓
慶
す
へ
か
ら
ず
敢
て
世
の
慶
娼
論
者
に
質
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
泰
（
明
治
二
十
三
年
）

　
　
慶
娼
論
者
存
娼
論
者
二
告
ク
　
外
山
正
一
（
明
治
二
十
三
年
）

　
婦
人
と
職
業

　
　
婦
人
と
職
業
　
　
渡
邊
爲
藏
（
明
治
二
十
八
年
）

　
　
工
場
巡
覗
記
　
　
牛
山
才
治
郎
（
明
治
三
十
年
）

　
丈
學
界
抄
（
明
治
二
十
六
年
ー
三
十
一
年
）

　
　
　
附
録

　
婦
人
問
題
丈
獄
目
録

　
本
書
の
雀
頭
に
は
、
他
の
諸
巻
の
例
に
な
ら
い
、
探
録
さ
れ
た
各
論
編
に
つ

ぎ
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
執
筆
者
に
よ
る
解
題
が
附
せ
ら
れ
て
お
り
、
研
究
の
一
助

と
し
て
便
盆
は
多
大
で
あ
る
。

　
以
下
、
蛇
足
の
感
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
が
、
き
わ
め
て
杜
撰
な
紹
介
を
こ
こ
ろ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

み
よ
う
。
繁
簡
よ
ろ
し
き
を
え
な
い
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

　
ま
ず
、
慶
鷹
義
塾
の
出
身
者
で
あ
る
深
間
内
基
の
醗
謹
に
か
か
る
「
男
女
同

灌
論
」
の
原
本
は
、
か
の
、
・
・
ル
（
臼
9
ロ
ω
・
冒
筥
〕
）
の
名
著
「
婦
人
の
隷
從
」

（
円
び
Φ
ω
q
三
8
餓
o
目
9
暑
＜
0
9
Φ
ロ
）
で
あ
る
が
、
そ
の
完
謹
で
は
な
く
、
原

本
四
章
中
、
そ
の
前
牛
の
第
一
・
第
二
の
二
章
の
謹
で
あ
り
、
男
女
同
権
論
の

い
わ
ば
序
論
的
性
格
を
有
す
る
。

　
柳
田
泉
教
授
は
、
本
編
の
解
題
に
お
い
て
、
「
こ
の
書
は
、
そ
の
後
ミ
ル
の

『
婦
人
論
』
と
い
ふ
題
で
い
ろ
い
ろ
な
人
が
幾
度
も
謹
し
て
ゐ
る
か
ら
、
あ
と

の
二
章
も
つ
い
で
に
よ
ま
れ
る
が
よ
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
正
年
間

に
つ
ぎ
の
三
冊
の
謹
出
・
印
行
が
あ
つ
た
こ
と
を
し
る
し
て
お
く
。

　
「
婦
人
解
放
の
原
理
」
野
上
信
幸
課
（
大
正
十
年
）

　
「
女
性
は
征
服
さ
れ
る
」
片
口
泰
二
郎
課
（
大
正
十
二
年
）

　
　
　
　
（
後
ち
、
「
婦
人
の
屈
從
」
と
改
題
さ
る
）

　
「
婦
人
解
放
論
」
高
野
岩
三
郎
・
大
内
兵
衛
共
課
（
大
正
十
二
年
）

　
つ
ぎ
に
、
慶
鷹
義
塾
大
學
で
統
計
學
を
講
じ
た
こ
と
の
あ
る
横
山
雅
男
の

「
婚
姻
論
」
は
、
婚
姻
關
係
の
歴
史
的
襲
展
過
程
を
辿
り
つ
つ
、
當
時
の
世
界

各
地
に
存
し
た
婚
姻
關
係
の
種
々
相
の
利
害
得
失
を
、
統
計
的
観
察
を
通
し
て

瞼
討
し
、
男
女
の
合
意
に
よ
る
一
夫
一
婦
制
の
最
良
の
制
度
た
る
を
論
謹
し
よ

う
と
し
た
勢
作
で
あ
る
。

　
さ
て
、
土
佐
の
生
ん
だ
俊
傑
で
あ
り
、
わ
が
近
代
思
想
史
上
、
重
要
な
地
位

を
占
め
る
植
木
枝
盛
の
「
東
洋
之
婦
女
」
は
、
明
治
二
十
二
年
の
梓
行
に
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
（
五
二
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

る
述
作
で
あ
る
。
家
永
三
郎
博
士
の
解
誘
に
し
た
が
え
ば
、
こ
の
書
は
、
「
土
陽

新
聞
」
に
蓮
載
さ
れ
た
四
編
の
論
稿
を
ま
と
め
て
一
雀
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

婦
人
解
放
・
家
族
生
活
近
代
化
の
主
張
を
開
陳
し
た
論
著
と
し
て
、
當
時
の
最

高
水
準
を
し
め
し
て
い
る
。
「
植
木
枝
盛
家
族
制
度
論
集
」
（
昭
和
三
＋
二
年
）

の
公
刊
に
つ
づ
く
「
東
洋
之
婦
女
」
の
覆
刻
は
、
ま
こ
と
に
學
界
の
頑
晋
で
あ

ろ
5
。

　
塵
娼
論
と
し
て
、
本
巻
に
牧
め
ら
れ
し
四
稿
は
、
慶
娼
論
・
存
娼
論
も
し
く

は
折
衷
論
の
代
表
的
見
解
と
も
思
料
さ
れ
る
。
植
木
枝
盛
に
は
、
「
費
淫
公
許

の
事
を
論
ず
」
の
ほ
か
、
「
塵
娼
論
」
「
二
枚
鑑
札
」
「
娼
を
蔑
む
こ
と
今
よ
り

深
か
ら
さ
る
べ
か
ら
ず
」
「
娼
妓
公
許
魔
止
建
議
」
「
塵
娼
の
急
務
」
（
後
ち
、

「
慶
娼
演
読
」
に
牧
録
さ
る
）
な
ど
の
所
論
が
あ
る
が
、
島
田
三
郎
と
な
ら
ん

で
、
塵
娼
運
動
の
急
先
鋒
で
あ
つ
た
こ
と
は
世
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
谷

川
泰
は
わ
が
公
衆
衛
生
制
度
の
開
拓
者
と
し
て
高
名
で
あ
り
、
外
山
正
一
は
日

本
に
お
け
る
吐
會
學
の
祀
と
し
て
人
の
み
と
め
る
先
躍
で
あ
る
。

　
雀
末
に
附
録
と
し
て
添
え
ら
れ
た
「
婦
人
問
題
文
獄
目
録
」
は
、
日
本
近
代

女
性
史
研
究
會
の
編
纂
に
か
か
る
。
明
治
期
を
通
し
て
の
主
要
文
獣
を
一
感
網

羅
し
て
あ
り
、
利
用
者
の
便
を
考
慮
し
て
、
國
立
國
會
圖
書
館
支
部
上
野
圏
書

館
・
大
原
肚
會
間
題
研
究
所
の
所
藏
書
の
圖
書
番
號
を
記
入
し
て
あ
る
。
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
セ

と
も
、
こ
れ
を
も
つ
て
充
實
・
完
備
し
た
目
録
と
構
す
の
に
は
や
や
た
め
ら
い

を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
明
治
初
年
な
い
ま
だ
手
薄
で
あ
ろ
う
。
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
　
（
五
三
〇
）

え
ば
、
横
河
秋
濤
「
開
化
と
人
口
」
（
明
治
六
年
）
・
井
上
勤
（
課
）
「
細
君
之

友
」
（
明
治
二
＋
年
）
・
成
瀬
仁
藏
「
婦
女
子
乃
職
務
」
（
同
年
）
な
ど
、
補
遺

さ
れ
る
べ
ぎ
文
獄
で
あ
ろ
う
。

　
三
　
お
も
う
に
、
す
ぐ
る
昭
和
の
初
頭
、
奮
版
「
明
治
文
化
全
集
」
編
集
の

際
に
は
さ
ま
で
重
覗
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
轍
年
前
、
新
版
を
印
行
す
る
に
あ
た

つ
て
は
じ
め
て
濁
立
編
と
し
て
の
襲
刊
が
問
題
と
な
つ
た
の
は
、
本
雀
「
婦
人

問
題
篇
」
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
、
こ
の
た
び
、
本
編
を
も
つ
て
全
集
を
完
結
さ

せ
え
た
の
も
、
け
だ
し
偶
然
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
歴
史
學
に
關
す
る
學
的
攻
究
の
基
礎
は
、
正
確
な
る
資
料
と
こ
れ
に
む
か
う

態
度
と
に
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
L
て
、
資
料
の
贋
値
は
、
そ
の

位
置
づ
け
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
言
を
侯
た
な
い
。
い
ま
、
世
に
傳
存
す

く
な
き
明
治
前
期
の
婦
人
問
題
に
關
す
る
、
ゆ
た
か
な
含
蓄
を
そ
な
え
た
縷
骨

の
諸
編
が
、
心
に
く
き
ま
で
に
整
序
さ
れ
て
一
雀
の
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
容
易

に
研
究
者
の
利
用
に
供
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
の
は
、
斯
學
の
護
展
の
た
め

慶
賀
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に
の
ぞ
み
、
新
版
「
明
治
文
化
全
集
」
刊
行
と
い
う
後
世
に
の
こ
る

偉
業
の
、
つ
つ
が
な
く
完
結
し
た
こ
と
を
心
よ
り
祀
福
す
る
と
と
も
に
、
編
集

の
任
に
あ
た
ら
れ
た
明
治
女
化
研
究
會
諸
民
の
勢
を
か
さ
ね
て
多
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
　
（
日
本
評
論
新
肚
刊
　
A
5
剣
　
解
題
二
二
頁
　
本
丈
四
二
二
頁

頒
償
一
二
〇
〇
圓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
　
健
）


